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研究の概要

ジェンダーなるものに一言二言

代表論文

共同研究希望分野

我々の分野は数十人・数百人規模で実験を行っています。この分野でも
（！？）女性は少数派です。しかし、どの実験グループにも女性はいます。
女性がいることになんの違和感も不都合もありません。女性も周りの男性
も。。。他分野の人たちから不思議がられることはありますが・・・ むしろ、最
近よくある“リケジョ“、”女性教員による・・”や“女子大学院生による・・・”と
いった女性限定的なイベントに違和感を感じます。 ・・とは言え、出産を機
に仕事と家庭の両立に関してはジェンダーなるものを考えてしまう今日この頃
です。
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研究内容

ハドロンとは、素粒子であるクォークと呼ばれる粒子で構成される粒子の総称です。物質を細かく見ていくと、分子・
原子でできることが分かります。さらに原子は原子核と電子で構成されていて、原子核は陽子と中性子で構成されて
います。この陽子・中性子はさらにクォークで構成されています。陽子や中性子はハドロン粒子であり、ハドロンは大きく
分けて２つに分けられます。3つの（構成子）クォークで構成される粒子をバリオン(baryon)と呼び、2つの（構成
子）クォークで構成される粒子をメソン(meson)と呼びます。原子核を構成している陽子、中性子はバリオン粒子に
属します。また、ノーベル賞を受賞した湯川秀樹博士が予言したパイ中間子はメソン粒子に属します。
今までに数百種類ものハドロン粒子が見つかっていて、クォークで構成されることは分かっているのですが、どのようにハ

ドロンを形成しているのか、なぜ、これだけたくさんの種類を作り出せるのか、詳しいことは分かっていません。さらに、未
発見のハドロン粒子がまだまだ沢山あるといわれていて、4つや5つのクォークで構成される粒子の存在を示唆する実
験データも出ています。これらの未発見の粒子や特殊な粒子を実験で見つけ、その性質を調べることで、物質の起
源・構造を解明する研究を行っています。
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